
特撫ノ鵠の鶏然はいま

図 一1 道 内 の主 な開 発 計 画

幌延高レベル核廃棄物貯蔵施設建設計画

◎

カム イリンクススキー場 リゾー ト開発計画

忠別ダム建設

音江山山麓大規模リゾー ト開発計画

恵岱岳スキー場開発計画

浜益御殿スキー場開発計画

樺戸・浦臼山スキー場開発計画

当別・暑寒・増毛山岳観光道路麓設計画

余市岳スキー場開発計画

ニセコ大規模レジャー開発計画

泊原子力発電所建設

黒松内ブナ林ペンション村建設計画

D
o

白金林道建設

美瑛富士スキー場開発計画

清川・リクマンリゾー ト開発計画

白水沢地熱開発計画

凸

大雪縦貫道路建設計画

大雪ダム湖畔リゾート開発計画

大規模林道「滝雄・厚和線」建設

o 知床国立公園国有林伐採

o 東藻琴山スキー場開発計画

釧路湿原宮島岬周辺開発計画

風蓮湖湾岸道路「東海・別海線

建設計画

白老岳スキー場
開発計画

0 Q

ルスツ高原貫別岳
スキー場開発計画

駒ヶ岳山麓国際
リゾート開発計画

QO

α

千歳川放水路
開発計画 十勝三股リゾート開発計画

o

千歳 ・支 こつ湖

リゾー ト基地

開発計画

糠平リゾー ト開発計画

東ヌプカウシ山士幌高原道路

然別湖周辺国有林伐採

狩勝高原サホロリゾート開発計画

金山湖畔リゾー ト開発計画

大沼七飯スキー場開発計画

函館山整備計画

広尾海浜リゾート基地建設計画

日高中央横断道建設

石勝高原トマムリゾート開発計画
室蘭岳スキー場開発計画

二風谷ダム建設計画

桂沢湖リゾー ト開発計画

夕張岳スキー場開発計画
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特集/北 の自然はいま

◆
縦
貫
道
復
活
の
陰
に

昨
年

の
春

、
十

四

年

ぶ
り

に
突

如
、
大

雪

縦
貫
道

が
復

活

し

て
道

民

を
驚

か

せ
た

。
北

海
道

開
発

局
旭

川
開

発
建

設
部

が
、

独
自

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

「
冠

(
環

)
大

雪
国

際

リ
ゾ

ー

ト
建

設

11

ヘ
ル

シ
ー
緑

の
帯

11
」

の
中

で
復

活

さ

せ
た

の
で

あ

る
。
大

雪
縦

貫
道

は
開
発

道

路
と

し

て
の

メ
リ

ッ
ト
が

な

い
う
え

、
建
設

に
伴

う
自
然

破
壊

が
大

き

く
、
大

雪
山

の
貴

重

な
自
然

を
著

し
く
損

な

う
恐

れ
が
強

い
と
し

て
、
全

国

的

に
盛

り

上
が

っ
た
運
動

の
中

で
中

止

に
な

っ
た
道

路

で
あ

る

。

(図

1

2
)
(
図

i
3

)。
中

止

と
な

っ
た
直
後

に
、
国
立
公

園

内

の
道

路
計

画

に
対

す

る
厳

し

い
基

準

が
、
自

然
環

境
保

全

審

議
会

か
ら

も
意

見
書

と
し

て
出

さ
れ

、
誰

の
目

に
も
復

活

は
あ

り
え
な

い
情

況

に
あ

っ
た
。

に
も

か
か

わ
ら
ず

、
旭

川

開

発
建

設
部

が
臆

面

も

な
く
復

活

さ

せ
て
き

た
背
景

に
は

、

リ
ゾ

ー
ト
法

と

い
う

強

い
後

ろ
楯

が
あ

っ
た

か
ら

で
あ

る

。

◆

影
響
の
大
き
い
北
海
道

リ

ゾ
ー

ト
法

、

い
わ

ゆ

る

「
総
合

保
養

地
域

整
備

法
」

は

国

±
庁

・
農

林
水

産

省

・
通
商

産
業

省

・
運
輸

省

・
建
設

省

・

自

治
省

の
六

省
庁

に
よ

り
、
第

一
〇
八
国

会

に
提
出

さ
れ

、

昨

年

五
月

二
十

二

日

に
可
決

成
立

し
、
続

い
て
六

月
九

日

に

公

布
施

行

さ
れ

た
。

こ
の
法
律

、

国
民

の
中

で
大

き
な

論
議

を

呼

ぶ

こ
と
も

な

く
、

ま
た

国
会

で
も

一
部

の
政
党

を

除

い

て
、
反

対

ら
し

い
反

対

も
な

い
ま

ま

に
成

立

し

て
し
ま

っ
た
。

と

こ
ろ
が

、

い
ま
、

大
雪

縦
貫

道

の
復

活

の
例

を

持
ち

出

す

ま

で
も
な

く
、

こ
の
法

の
成
立

に
よ
り

全
国
各

地

の
優

れ

た

自

然

が
、

か

つ
て
な

い
大

が

か

り
な
開

発

の
影

響

を
受

け

よ

う
と

し

て

い
る

。

と
り

わ

け
、
本

州
各

地

に
比

べ
多

く

の
自

然

を
残

し

て

い
る
北

海
道

で
は
、

そ

の
傾
向

が
強

い
。

さ
ら

に
拍
車

を

か
け

る

よ
う

に
、
北
海

道

の
ほ

と
ん

ど
と

も

い
え

る
自
治

体

が
、

リ

ゾ

ー
ト
開

発

に
異
常

と

も
思

え
る

フ
ィ

i

バ

ぶ
り
を

示

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

(図

1

1
)

(
表

1

1
)

そ

の
狂
乱

ぶ

り
は

、
北

海
道

の
自

然

に
食

指
を

伸

ば

し
、

リ

ゾ

ー
ト
ブ

ー

ム

に
小
躍

り

し

て
喜

ん

で

い
る
巨

大

観
光

資
本

で
す
ら

、

い
さ

さ
か
食

傷
す

る

ほ
ど

の
過
熱

ぶ

り
な

の

で
あ

る
。
◆

進
む
自
然
破
壊

リ

ゾ
ー
ト

法

の
問

題

の
第

一
は
、
残

さ
れ
た
最

後

の
自

然

と
も

い
う

べ
き
優

れ

た
自

然
が

、
広

い
範
囲

に
わ
た

っ
て
ね

ら
わ

れ
、
結

果
的

に
は
自

然
破
壊

な

い
し
環

境

の
悪

化

が
進

む
と
予

想

さ
れ

る

こ
と

で
あ

る
。
そ

れ

は
、

こ

の
法

が

、
基

本

的

に
は

「
地
域

振

興

と
内
需

拡
大

」
目

的

と
し

た
開

発
促

進
法

で
あ

り
、

「
良

好

な

自
然

条

件
等

を

備

え

た
相

当

規

模

の
地
域

」
を

そ

の
対

象

と
し

て

い
る
か

ら
で
あ

る

。
相

当
規

模

と
は
、

一
五

万

ヘ
ク
タ

ー

ル
規
模

で
あ
る

。
実

に
大

変

な

大

き
さ

で
、
国

立
公

園

で

み
て
も
全

国

二
十

八
あ

る

う
ち

、

こ
の
面
積

を
凌

ぐ

の
は

大
雪

山

・
磐

梯
朝

日

・
中

部
山

岳

の

僅

か
三

つ
の
国

立

公
園

し

か
な

い
。
全
体

の
六
四

パ

ー

セ

ン

ト

は
、

こ

の
面

積

の
半

分

に
も
満

た
な

い
の
で
あ

る

。
更

に

こ
の
中

に
は

、
面
積

三

千

ヘ
ク
タ
ー

ル
規
模

の
重

点
整

備

地

区

が
数

カ
所
設

け

ら
れ

、

ス
ポ

ー

ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ

ョ
ン

施
設

を
始

め

、
教

養
文

化
施

設

・
休
養

施
設

・
集

会
施

設

・

宿
泊

施
設

な

ど
が

、
集

中
的

に
設

け

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

一

口
に
三
毛

ヘ
ク

タ
ー

ル
と

は

い
え
、
後

楽
園

球
場

な

ら
優

に

千

三
百

は
入

る
広

さ

で
あ

る
。

そ

こ
に
施
設

が
集

中

す

る

の

で
あ
る

。
ま

た
も

の
だ

け

で
な

く
圏
域

や
施

設

の
大

規
模

化

は
、
そ

の
規
模

に
見
合

っ
た
人

の
導

入
が

は

か
ら
れ

る

の
が

普

通

で
あ

る
か

ら
、

た
く

さ

ん

の
人

も
そ

こ
に
集
中

す

る

の

で
あ

る
。
当

然

の
帰

結

と
し

て
、
開

発
行
為

に
伴

う
自

然
破

壊

の
ほ
か

、
し
尿

・
ゴ

ミ
問
題

か

ら
野
生

動
物

に
与

え
る
影

響
ま

で
、
環

境

に
与

え

る
イ

ン
パ

ク
ト

は
極

め

て
大

き

い
も

の
が

あ
る

と
考

え

ら
れ

る
。

加

え

て

リ
ゾ

ー
ト
法

は

、
民
間

事
業
者

の
活
力

と
創
意

工

夫
を

最
大

限

に
活

用

す
る

こ
と

が
大

き
な
眼

目

で
あ

る
か
ら

多

く

の
場
合

開
発

の
実

質
的

な
主

体

は
民
間
企

業

と

な
る
。

と
な
れ

ば

、
過
去

の
事

例

か
ら

し

て
も
、
利
潤

追

求

が
優
先

し
て
、

環
境

の
保

全

は

二
の
次

に
な

る
か

切
り
捨

て
ら
れ

る

だ

け

で
あ

る
。

ま

た
、
重

要
な

こ
と
は
、

リ
ゾ

ー
ト
法

の
促

進

を

は
か

る
た

め

に
、
農

地
法

の
適

用
、
国

有
林

野

の
活
用

、

港
湾

に
係

わ

る
水
域

の
利

用
等

に
対

し

て
、
特
定

施

設

の
設

置

が
促

進

さ

れ
る

よ
う
適

切

な
配
慮

を
す

る
よ

う

に
な

っ
て

い
る

こ
と
で
あ

る

。
従
来

、

こ
れ

ら
は
、

比
較

的
厳

し
く
適

用

さ
れ
、

無
軌

道

な
乱

開
発

を
結
果

的

に
防

い
で
き

て

い
た
。

リ
ゾ

ー

ト
法

が
専

ら
利

用

の
観
点

か
ら
施

設
設

備
を

整
備

す

る
だ

け

で
、
保

護

の
観
点

が
抜

け
て

い
る
だ

け

に

"
配
慮

"

の
仕

方

に
よ

っ
て
は

、
極

め

て
危
険

で
あ
る

。

リ
ゾ

ー
ト
法

の
対

象

地
域

が

こ
れ

ま
で

に
な

い
ス
ケ
ー

ル
だ

け

に
、

そ

の

範
囲

に
国

立

公
園

を

は
じ

め
と

し

て
各
種

の
自
然

公
園

が
含

ま

れ

る

こ
と
は

間
違

い
な

い
こ
と

で
あ

っ
て
、
場
合

に
よ

っ

て
は
保

護

の
欠
落

し
た
公
園

利

用
と

な
る
可

能
性

も
否

定

で

き
な

い
。

◆

住
民
疎
外
の
地
域
開
発

第

、
一
の
問

題

は
、

住
民

主
体

の

オ
リ
ジ

ナ

ル
な
地
域

開
発

が
阻
害

さ
れ

る
可
能

性
が

強

い
こ
と
で
あ

る
。

リ
ゾ

ー
ト
法

は
、
市

町
村

を

単
位

と

し

て
複

数
市

町
村

に
ま

た
が

る

こ
と

を

前
提

に
し

て

い
る
が

、
市
町

村

の
連
携
だ

け

で

は
、
法

の

主
旨

に
沿

っ
た
開
発

が
出

来

な

い
こ
と

は
明
白

で
あ

る
。
殆

ど

の
自

治

体

は
資
金

不

足

で
あ
り

、
計
画

を
立

案
策

定

で
き

る

ス
タ

ッ
フ
不
足

で
あ

り
、

工
事

の

で
き
る
技

術
力

を
持

っ

た
地

元
民

問
企

業

な

ど
は

な

い
か
ら

で
あ
る
。

資
本

力

、
企

画
力

、
技

術
力

の
あ

る
大
手

資
本

に
、

全
面
的

に
頼

ら
ざ
る

を

え
な

い
の
で
あ

る

。
自
治

体

と
大
手
企

業

と

の
第
三

セ

ク

タ
ー
方
式

を

と

っ
て
も
、

そ

の
中

身

は
ほ

と
ん
ど

変

ら
な

い
。

8



特集/北 の自然はいま

神
々
の
座

(北
鎮
岳
●

熊

ケ
岳

)

高
層
ぐ日

仙k

原

、

松
仙
園
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特集/北 の禽然はいま

表一1道 内観 光 ・リゾー ト開発 の主 な動 き

支庁 市町村 事 業 名 事 業 主 体 内 容

芦 別 星 の降 る里 ワー ル ド 第3セ ク ター(今 秋 発 足) 今 秋 か ら着 手。2,000㌶ の 区域 に ス キー場 。 ゴ ル フ

東急 グ ルー プ 場 、 ホ テ ル 、天 文 台 、宇 宙 公 園 、 ス ポー ツ施 設 な ど

空 をつ く る。 事 業 費100億 円

深 川 音 江 山 麓大 規 模 リゾ ー ト 民 間(予 定) 大 規 模 スキ ー場 や フル シー ズ ン滞 在 型 の トー タル リ

ゾ ー ト

北 竜 恵岱岳総合森林レクリエ エ タ イ リゾー ト(第3セ ス キー場 、 リゾー トホ テ ル、 運 動 公園 。 区域 は、 雨
一 シ ョ ン 開 発 ク タ ー)、 三 栄 ス ポ ー ツ 産 竜町 内 に入 っ て お り、 まず 雨 竜 町 の同 意 が 必要

業(本 社 ・札幌)

知 雨 竜 山 岳 レ ク リエ ー シ ョ ン開 民 間(予 定) 雨 竜 沼 の 下に あ る山小 屋 付 近 にロ グハ ウ ス、ホ テ ル、

発 ゴ ル フ場 な どを造 成 し、 リゾー ト基 地 化 す る構 想 。

恵岱岳南斜面にスキー場

占 冠 ア ル フ ァ リ ゾ ー ト ・ トマ ホ テ ル ア ル フ ァ 、 ア ル フ 北 海 道 を代 表 す る高 級 リゾ ー ト。 リゾ ー トホ テ ル、
ム ア ・ホ ー ム(関 兵 グ ル ー コ ン ド ミニ ア ム 、 ス キ ー 場 、 テ ニ ス コ ー ト、BMX

プ) コ ー ス 。36階 建 て リ ゾ ー トホ テ ル 「ザ ・タ ワ ー 」12月

開業 。 ゴ ルフ場63年 オー プ ン。 国 内最 大 の 屋 内 プ ー
ル63年 着 工 。 「ザ ・タ ワ ー 」を10棟 建 て5万 ベ ッ トの

卜 世 界一 の 山 岳 リゾー トを目指 す

富 良 野 富 良 野 スキ ー場 国土計画(西 武鉄道グル 新富 良 野 プ リ ンスホ テ ル(400室)を 建 設 中 。63年12
一 プ) 月 オ ー プ ン

ハ イ ラ ン ド ・フ ラ ノ(ラ 富良野市、地元民間 ラ ベ ン ダ ー 畑1.6㌶ 、 テ ニ ス コ ー ト、 宿 泊 施 設

ベ ンダー の森)

南富良野 金 山湖 畔 リゾ ー ト 南富良野町、民間 スポ ー ツ ・レ クの総 合 基地 に。 西 武 セ ゾ ング ルー プ

が 関心 を示 し、独 自の プ ラ ン を町 に提 出

美 瑛 ジ ャ パ ン ヘ ル シ ー ゾ ー ン 財 団 法 人 「ジ ャパ ンヘ ル ク ア ハ ウ ス 、 ス キ ー 場 、 ゴ ル フ 場 、 リ ゾ ー トホ テ ル 、

開発計画 シー ゾー ン管 理 運:営セ ン 火山博物館
ター 」(仮)、 国 土 計 画(西

武 鉄 道 グル ー プ)

旭 川 カ ム イ リ ン ク ス キ ー場 神 居 山 スキ ー場 会 社(第 リ ゾー ト化 を 目指 し、 ホ テ ル建 設 の 計 画 が あ り、 日

3セ ク タ ー) 本航 空 と交渉 。 第3セ ク ター は 、日本 ゴル フ振 興(本
川 社 ・大阪)と 旭川市振興公社の出資

東 川 キ トウシ家族旅行村 東川 町 、 民 間 人 工 ラ ジウ ム温 泉 、 キ ャ ンプ場 、 サ フ ォー ク牧場 、

迷 路 。近 くに スキ ー場 と ゴ ルフ場

、L川 清 川 ・ リ ク マ ン リ ゾ ー ト 第3セ ク タ ー 地 熱 利 用 の リゾー ト開発 構 想 。町 と大 手 企 業 との 共

同 開 発 で 、 ホ テ ル 、 ス キ ー 場 、 ゴ ル フ場 、 プ ー ル

東 藻 琴 藻 琴 山 スキー場 開発 東急 グ ルー プ ス キ ー 場 と ス キ ー セ ン タ ー を つ く り63年12月 オ ー プ

網
ンを 目指 す。 サ ロマ湖 リゾー トホ テ ル と と もに東 急

グ ルー プ の オホ ー ツ ク開発 の核 。 ス キー場 計画 につ

い ては 自然 保 護 の 立場 か ら反 対運 動 が起 こっ て い る

網 走 リバ ー サ イ ド ス ク エ ア 網走 市 、民 間 網 走 川 河 口付 近 の 都 市再 開発 。 シテ ィホ テル 、水 辺
走 レス トラ ン、工 芸 創作 館 、朝 市 物産 館 な どの マ チ を

つ くる計 画

室 蘭 室蘭岳スキー場建設 室 蘭 リゾー ト開発(第3 自然保護団体の反対運動で計画は遅れている。

胆 セ ク ター)、 ば んけい観 光

大 滝 ス キー場 建 設 大滝観光公社(第3セ ク 計画凍結
ター)、 加 森 観 光

振 苫 小 牧 ニ ドム ・北 欧 風 リ ゾ ー ト ザ ・ニ ドム(苫 小牧 の 観 ゴ ル フ 場(63年6月 オ ー プ ン)、 乗 馬 、 テ ニ ス 、 コ

基地 光会社) テ ー ジ

日 平 取 二風谷観光開発 平取町 二風 谷 ダ ム(68年 完 成)の 景 観 を生 か した観 光 開発 。

高 レス トラ ン、 チ セ の整 備 な ど

新 得 地 中海 ク ラズ 「バ カ ンス 西 武 セ ゾ ング ルー プ リ ゾ ー トホ テ ル 、 ス キ ー ロ ッ ジ 、 ゴ ル フ 場 。 今 年12

村」 月 オ ー プ ン。 ペ ン シ ョ ン 、 コ ン ド ミニ ア ム も 計 画

十・

上 士 幌 糠 平 リゾー ト計画 国土計画 スキ ー場

帯 広 ポ ロ シ リ高 原 リゾ ー ト開 帯広市、大手観光企業 三 浦 雄 一 郎 ス キ ー 学 校 、 ホ テ ル 、 ペ ン シ ョ ン、 ゴ ル

発 フ場 、上 級 ス キー場(幌 尻 岳)、 乗 馬 、 テ ニ ス、 ロ グ
ハ ウ ス 、 キ ャ ン プ 場

勝 広 尾 海浜 リゾー ト基 地 広 尾 町 、 民 間 シー サ イ ドホ テ ル、 レス トラ ン、人 工 島 、海 浜 公 園

忠 類 リ ゾー ト開 発 計画 忠 類 村 、 民 間 ナ ウマ ン記 念 館 、 ス キ ー場

釧 鶴 居 釧路湿原 国土計画(西 武鉄道グル 宮 島 岬 周辺500㌶ の土 地 を買 収済 み。 ゴ ルフ場 、 コ

路 一 プ) テー ジな どを造 成 か

(月fl」 ダ ン'87.10月 号 よ り)
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特集/魏 の,慶然綜いま

表一1道 内観光 ・リゾ ー ト開発 の主 な動 き

支庁 市町村 事 業 名 事 業 主 体 内 容

札 幌 札 幌 テ ルメ タ ウサ ス テ ル メ札幌 札幌 の茨 戸 に63年4月 登 場 す る健 康 リゾ ー ト。 大 プ

(ソ フ ィア中 村 グル ー プ)
一 ル
、 各 種 サ ウ ナ 、 レ ス トラ ン、 テ ニ ス 。 年 間180

万人見込む
石
千 歳 サ ー モ ン パ ー ク 千 歳 市 、民 間 イ ンデ ィア ン水 車付 近3.5㌶ を開 発 。 サ ケ ・マ ス博

物館などを計画

当 別 青 山高 原 リゾ ー ト計 画 当別 町 、民 間 人 造 湖 の 当別 湖 が で きるの で 、保 養 村 、ダム記 念館 、

観光牧場など造成。四番川一暑寒一増毛の山岳観光
道路も計画

浜 益 海浜 リゾー ト基地構想 浜 益 村 、 民 間 ヨ ッ トハ ー バ ー 、観 光 船 、リ ゾ ー トホ テ ル 、ス キ ー 場 。

国 土 計画(西 武 鉄道 グ ルー プ)と 接 触 。 ス キ ー場 は 浜
狩 益 御殿(1,039㍍)に 予定 。 総事 業費 は135億 円

石 狩 シー サ イ ドパ ー ク開 発 石狩 町 、 民 間 イベ ン ト広 場 、 サ ー フ ィン、観 光 遊 覧 船 、 ヨッ トハ
一 バ ー

、 オ ー トキ ャ ン プ 場 、 ホ テ ル 誘 致

函 館 函館山整備計画、西部地 第三 セ ク ター(予 定)、 大 型 ロー プ ウ ェー(150人 乗 り)の 建 設 、 函館 山 麓 展
渡 区の観光整備事業 函館 山 ロー プ ウ ェ イ㈱ 望施設の全面改修

七 飯 函館大沼七飯スキー場 西武 鉄 道 グル ー プ ス キー場 の拡 大 とホ テ ル新 設?

森 駒 ケ岳 山麓 国 際 リゾ ー ト 西武 セ ゾ ン グル ー プ セ ゾ ン グル ー プ、日本郵 船 な どが 、480㌶ の土 地 を保

島 計画 有 。 こ こ に 高 級 ホ テ ル 、 コ ン ド ミニ ア ム 、 コテ ー ジ、

国 際 会 議場 、乗 馬 、 テ ニ ス、 美術 館 等 を検討 中

留 寿 都 ルス ッ高原 加森観光 ル ス ツ高 原 ホ テ ル新館(201室)が7月 オー プ ン した

の に続 き、 目下 ヌキ ベ ツ岳(990㍍)に 大 型 ス キ ー場

を造 成 中 。 来春 ゴ ル フ場 が完 成 し、25階 建 て超 高層

リゾ ー トマ ン シ ョン を着 工 。 将 来 は1万 ベ ッ ドの滞

後 在型 リゾー トへ

倶 知 安 通年型大規模レジャー開 東急 グル ー プ ニ セ コ国 際 ひ らふ スキ ー場 の拡 張 、 ゴ ル フ場 、 リゾ

発 一 トホ テ ル
、 ペ ン シ ョ ン村 、 コ ン ド ミ ニ ア ム 、 テ ニ

ス コ ー ト、 ウ オ ー タ ー ガ ー デ ン(プ ー ル 、 渓 流 下 り、

釣 り場)、 観 光 牧 場 、 美術 館 、 高 山植 物 園

赤 井 川 大 規模 通年 型 リゾー ト 日本楽 器 製 造(ヤ マハ) ス キ ー場 、 宿泊 施 設 、 ス ポ ー ツ施 設 、音 楽 堂

小 樽 小樽運河地区再開発 西 武 セ ゾ ング ルー プ 小樽運河沿いに連なる6棟 の石造倉庫 を物品販売店
レス トラ ンな どに変 身 させ 、新 しい個 性 的 な ま ちを

つ くる。 年 内 に具 体 的 計 画 ま とめ る。 ホ テ ル、 賃貸

マ ン シ ョ ンも計画

オタモイ地区観光開発計 小樽観光協会、第三セク レ ス トハ ウ ス 、 植 物 園 、 エ レベ ー タ ー
志 画 タ ー

積 丹 通 年 レ ジ ャー基 地 北海道開発事業社 積丹 岳 ス キー場 、 ゴ ル フ場 、 ホ テ ル を計画

黒 松 内 ペ ンシ ョ ン村 飛 島 建設 グ ルー プ 歌才地区の自生ブナ林北限地帯を活用。飛島系列の
ペ ン シ ョ ン ・グル ー プ会 社 が現 地 を視察

夕 張 夕張 バ カ ンス村 夕張 市 、民 間 キ ャ ンプ場 、 トム ・ソー ヤ ー 冒険 共和 国

夕張岳スキー場開発計画 国土計画(西 武鉄道グル 数 年 前 か ら構 想 は あ る と い うが、 明 らか で は ない
一 プ)

三 笠 三笠 「1億 年 古 代 の 森」 第 三 セ ク ター(予 定) 桂 沢湖 の リゾー ト開発

空 美 唄 リフ レ ッ シュ美 唄健 康 の 美唄市 10月 に一 部 オ ー プ ン。 テ ニ ス コ ー ト、 ゲ ー トボ ー ル

丘 スポ ー ツ ラ ン ド 場 、 総 合 ア リ ー ナ 、 ク ア ハ ウ ス 、 フ ァ ミ リ ー ス キ ー

場 、 レ ス トハ ウ ス 、 キ ャ ン プ 場

浦 臼 樺 戸 ・浦 臼 山 ス ポ ー ツ ラ ウ ラ ウス リゾ ー ト開発 公 スキ ー場 、 ゴ ル フ場 、 観 光 牧場

ン ド計 画 社(第 三 セ ク ター)

砂 川 砂 川 オ ァ シスパ ー ク建 設 (財)砂 川 オ ア シ スパ ー 石狩川の洪水対策として設ける遊水池を利用 し、運

ク協会 動 場 、 バ ンガ ロー 、 サ イ ク リ ン グロー ド、体 験 広場

などを造成

滝 川 丸加山観光開発 滝 川 リ ゾー ト開発(第 三 ス キ ー 場 、 ス カ イ ・ス ポ ー ツ ・.ゾ ー ン 、 ホ テ ル 、 ゴ

セ ク タ ー) ル フ場 、別 荘 分譲

上 砂 川 カナ ダ ラ ン ド計画 カ ナ ダ交流 セ ンター(予 カナダの炭 鉱 まちと姉 妹都 市 になってい る点 を生 か し

知 定) た構 想 。カナ ダ資料 館 ・物産 館 、サ ウナ付 きレス トラン。

ペ ン シ ョ ン、テ ニ ス コー ト、屋 内 カ ー リ ン グ ア リー ナ 、ウ

エ デ ィ ン グチ ャペ ル 、羊 の牧場 。事 業 費17億 円

歌 志 内 ス イス ラ ン ド計 画 歌志内市、民間 神 威 岳 の 一帯 に ス イ ス風 のホ テ ル 、ペ ン シ ョ ン、教

会 、ロ ッジなどを建 て、馬場 、テニス コー トなどを造 成 。
一 般 の 家 もス イ ス風 に す る。63年 度 か ら10年 計 画

(月 刊 ダ ン'87.10月 号 よ り)
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特纂 ノ窺の国照ほい濫

表 一2 全 体 概 要
北 海 道

(1)構 想 名 北海道富良野 ・大 雪 リゾー ト地域整備構想

(2)対象市町村名 富良野市 ・東川町 ・美瑛町 ・上富良野町 ・中富良野町 ・南富良野町 ・占冠村 ・日高町 ・新得町(1市7町1村)

富 良 野 市60,163東 川 町24,961 美 瑛 町 67,239上 富 良野 町 23,898

(3)面 積(ん α) 中 富 良野 町10,849南 富 良 野 町66,674 占 冠 村 57,114日 高 町 56,885

新 得 町106,264 合計 474,047

・本地域は、北海道新長期総合計画において (5)圏 域 図

国際リゾート連担都市の中核地域として位

置 付 け て い る。
旭川市

・当地域は、北海道の中心部 に位置 し、大雪・ 1、、

日高連峰の雄大な山岳や大樹海など豊か
、 、

冷 旭lll空港

な自然と景観を有しており、これらの立地 !

1

一
、
、

旭岳地区・、

環境特性を生かしたリゾー ト開発が民間事 '

σ

⑳1
業 者 によ っ て活 発 に進 め られ つ つ あ る。 1 ジヤパン '

(4)地域 の現況と

特定地域の設

・本 地域 へ の ア クセ ス は、 旭 川 ・帯 広 ・千歳

の3空 港 、JRリ ゾ ー トエ クス プ レスや 国

北里丘陵
リゾート地区
ノ

ヘルシーゾーン地区

珍
、
、
、

定理由 道等の拡充整備によって、近年、利便性が ふらの地区,

著 しく向上 して きて い る。 '
・また、地域内は鉄路や道路によって結ばれ

札幌市
ノ

ており、近年、観光面を中心に市町村関係 穆 やま湖地区 ～

者の連携が強化されてきている。
・このような立地条件や地域特性 を活かした

、

♪
' トマム地区 !

サホロ地区

ノ

施設整備と地域間の有機的な連携 を図るこ 千歳空港 舎 `

'
'

帯広市

とに よ り、新 しいニ ー ズ に応 え得 るバ ラエ

テ ィに富 ん だ国 際 レベ ル の長期 滞 在 型 リゾ

、

、

、 、
■■■●■圃ρ型ン

ノ

帯広空港十
一 トゾー ン と しての形 成 が見 込 まれ る地域

で あ る。

重点整備地区の区域及び当該地域ごとの整備に関する事項

地 区 名 市町村名 面積ω 整備 の特色及 び主要施 設 主な事業主体 事業費(億円)

山岳スポーツと温泉保養を組み合わせた山岳レクリエ

旭 岳 地 区 東 川 町 1,910
一 シ ョ ン ゾ ー ン

・ノ カ ナ ン ス キ ー場
、 オ ー トキ ャ ン プ 場

㈱ 東 川 振 興 公 社 77

・天 人 峡 ヘ ル ス セ ン ター

ジ ヤ パ ン

ヘ ル シー ゾー ン

地 区

美 瑛 町
上富良野町

5,669

十勝 岳 連 峰 の 大 自然 を背景 とす る ア クテ ィブ&リ フ レ

ッ シュ ゾ ー ン

・リフ レ ッ シュ セ ンター 、 リゾー トホ テ ル
・ス キ ー場 、 ゴ ル フ場 、 ア クア フ ィ ッ トネ スハ ウ ス

国 土 計 画 ㈱ 681

花と香 りの高原彩香の里で展開されるクリエイティブ

北 星 丘 陵

リゾー ト地 区
中富良野町 509

ゾー ン

・ラベ ンダー 園 、 ゴ ル フ場 、植 物 園 中富良野総合開発㈱ 105

・フ ァ ー マ ー ズ マ ー ケ ッ ト

ワー ル ドカ ップ富 良野 スキ ー場 を中 心 に、文 化 ・ス ポ

ふ ら の 地 区 富 良野市 3,808

一 ツ ・グル メ を組 み合 わせ た ア ーバ ンゾ ー ン

・富 良野 ス キー場 、 新 富 良野 プ リンス ホ テ ル 国 土 計 画 ㈱ 443

・セ ミナ ー パ ー ク 、 ふ ら の 高 原 ゴ ル フ コ ー ス,

「湖 」・「緑 」・「氷 」の コ ン トラス トを活 か した レイ クプ

かなやま湖地区 南富良野町 3,428
レイ ゾー ン

・湖 畔 キ ャ ンプ場 、 か なや ま湖 多 目的 ア リー ナ
関 兵 精 麦 ㈱ 79

・遊 覧 船、 ミュー ジ ックの 森

ト マ ム 地 区
南富良野町
占 冠 村

4,780

大 自然 の 中 に スポ ー ツ とコ ンベ ン シ ョン機 能 を有 した

山岳 リゾー トゾー ン

・国 際 会議 場 、 ザ ・タワ ー、 アイ ス ア リー ナ

・音 楽 堂 、コ ミュー ターエアポー ト、スキー場 、ゴルフ場

関 兵 精 麦 ㈱

㈱シムカップ ・
リゾー ト開発公社

939

森 との 語 らい 、水 辺 とのふ れ あ いが で きる フ ァ ミ リー

日 高 地 区 日 高 町 4,150
リゾ ー トゾー ン

・観 光 牧場 、森 の 広場 、サ イ ワ イ広 場

国 土 計 画 ㈱
㈱ 日高町振 興公社

82

・セ カ ン ドハ ウ ス村 、 ス キー 場

雄 大 な十 勝 平野 のパ ノ ラマ を望 む山 岳 リゾー トゾ ー ン ㈱ サ ホ ロ リ ゾ ー ト

サ ホ ロ 地 区 新 得 町 3,585 ・バ カ ン ス 村 、 ク ラ ブ メ ッ ド ・サ ホ ロ 狩 勝 高 原 開 発 ㈱ 235

・サ ホ ロ スキ ー場 、 サ ホ ロ ゴ ル フ場 帯 広 測 量 ㈲

合 計 27,839 2,641
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リ
ゾ

ー
ト
開

発
計

画

に
は
、
国

土

計
画

、
西

武

セ
ゾ

ン
グ

ル
ー
プ
、

東
急

グ

ル
ー
プ

な
ど

の

本

州

の
観
光

資
本

が
必

ず

と

い

っ
て

い

い
ほ
ど
名

を
連

ね

て

い
る

。
道
内

企
業

の
大

手

で
は

、
関
兵

グ

ル
ー
プ

(
ホ
テ

ル

ア

ル

フ
ァ
)
、
加
森

観
光

等

で
あ

る
。

自

治
体

に
、
住
民
本

位

の
開
発

を
進

め

る
た
め

、
大
手

企

業

を

コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
だ

け

の
力

が

あ
れ
ば

別
だ

が
、

ほ

と

ん
ど

の
場
合

企
業

に
協

力

す

る
だ

け
で
精

一
杯

で
あ

る
。

そ

も

そ
も

リ
ゾ

ー
ト
法

の
趣
旨

自
体

に
、
住

民
本

位

の
地

域

開

発

な
ど

は
無

理

な
要

素

が
含

ま
れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

対

外

経
済

摩
擦

に
対

処
し

て

「
内
需

拡
大

」
策

と

し
て
効

果

を

発
揮

さ
せ
た

い
と
す

る
姿

勢

と

、
住
民

本
位

の
漸

進
的

で

長

期
的

な

開
発

の
姿

勢

は
合

わ
な

い
の
で
あ

る
。
ま

た
、
未

曾

有

の

ス
ケ

ー
ル
の
開

発

だ

け
に
、

行
政

的
手
続

や
計

画

の

進
展

等

の
面

で
、
行

政
主

導

、
大

手
企

業
本

位

の
体

制

に
な

ら

ざ

る
を

得

な

い
の

で
あ

る
。

一
部

の
自
治

体

で
、
「
～
を

進

め
る

住
民

の
会

」

の

よ
う

な
組

織

が

つ
く
ら

れ
る

こ
と

も

あ

る
が

、
そ

れ
ら
は

企
業

進
出

の
た

め

の
地

均

し
的
役

割
を

負

わ

さ

れ
た

り
、
行
政

主

導
を

合

理
化

さ

せ
る

た
め

の
受

け

皿

つ
く

り
で
あ

っ
た

り
す

る

こ
と

が
多

い
。

サ

ホ

ロ
リ
ゾ

ー
ト

、

ア

ル
フ

ァ
リ
ゾ

ー
ト

・
ト

マ
ム
に

み

ら

れ

る

よ
う

に
、
大
手

企
業

の
参

画

の
代

償

と
し

て
、
自

治

体

が
上

下

水
道

、
取
付

け
道

路

な
ど

の
基

盤
整

備

や
土
地

に

付

加
価

値

を

つ
け
る
た

め

の
施
設

造

り
を

余
儀

な
く

さ

せ
ら

れ

る

こ

と
も
多

い
。

ま
た

、
す

ぐ
利
潤

を

生
む

ス
キ

i
場

、

ゴ

ル

フ
場

、

ロ
ー
プ

ウ

エ
イ

、

ホ

テ

ル
等

の
施

設
は
企

業

が

事

業
主

体

に
な

り
、

メ
リ

ッ
ト

の
少

な

い
博

物
館

、

野
営

場

、

体
育

館

、
会

議
場

等

の
施

設

は
自

治

体
が
主

体

に
な

る
場
合

も

あ

る
。

そ
れ

ら
の
施

設

に
し

て
も

、
国

が
特
定

施

設

と
し

て

モ

デ

ル
化

し

て

い
る
の

で
、

リ
ゾ

ー
ト

法

の
適

用

を
受

け

や
す

く

す

る
た
め

、
安

易

に
そ

れ

ら
を
盛

り

こ
ん
だ

計
画

を

作

り
が

ち

で
あ

る
。
そ

の
結

果

、
オ

リ
ジ

ナ

リ
テ
ィ

は
消

え

(図 一2)
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騎集/魏 の禽然はいま

て
画

一
的

な

内
容

に
な
り

が
ち

で
あ

る
。

近
年

の

リ
ゾ

ー
ト
施

設

は
、
年

々
高

級
化

の
方
向

を
辿

っ

て

お
り

、
ま

た

国
際
化

に
対

応

し
た
近
代

施

設

で

は
、
働

く

従

業
員

も
高

度
な

訓
練

を
受

け

て

い
る
必
要

が

あ

っ
て
、
そ

れ
ら

の
要

員

は

ほ
と

ん
ど
本

社

の
あ

る
都
会

か

ら
出

向

さ

せ

る

こ
と

が
多

い
か
ら
、

地
元

か

ら

の
雇

用

は
意
外

と
少

な

い

も

の
で

あ

る
。

リ
ゾ

ー
ト
地

区

で
あ
が

っ
た
収
益

も

、
本

社

の
あ

る

都
会

に
吸

収

さ
れ

る
か

ら
、
税

制
上

の
メ

リ

ッ
ト
も

地
元

に
と

っ
て
は
あ

ま
り
無

い
と

い
わ
れ

、
総
体

的

に
長

期

的

に

み
れ
ば

地
域

振

興

に
な

る
ど

こ
ろ
か

、
負

担
増

で
逆

の

効
果

を

生

む

こ
と
も
考

え
ら
れ

る
。
時

間

は
掛

か

っ
て
も
、

住
民

の
知
恵

を

集

め

て
、

そ

の
土
地

、
町

な

ら
で

は

の

ユ

ニ

ー
ク
な

地
域

開

発
を

少

し
ず

つ
作

り
上

げ

た

い
と

す

る
地
域

振

興
策

は

、

リ
ゾ

ー
ト
法

に
よ

っ
て
む

し
ろ
阻

害

さ
れ

る
と

考

え

ら
れ

る
。

◆

画

一
化

さ

れ

る
観

光

、

レ
ジ

ャ
ー

第

三

の
問
題

は

、
国
民

が
本

来
豊

か

な
自
然

の
中

で
、
自

由

に
独

創
的

に
レ

ジ

ャ
ー
を
楽

し

み
、
観
光

が

で
き

る
と

こ

ろ

が
、

大
規

模

に
占
有

さ
れ
、

施
設
中

心

の
画

一
的

な
内
容

に
さ
れ

る

た
め

、
国

民

の
観
光

や

レ
ジ

ャ
ー

の
内
容

ま
で
も

が
貧

し

く

さ

せ
ら
れ

る
危
険

が

あ

る

こ
と
で
あ

る

。

先

の
リ
ゾ

ー

ト
開
発

計
画

の

一
覧
を

み
て
も

わ

か

る
と

お

り
、

驚

く

ほ
ど

の
似

た
内
容

で
あ

る
。

こ
れ

で
は

全
国

各
地

ど

こ

へ
行

っ
て
も
、

ワ
ン
パ

タ
ー

ン
の
連
続

で
あ

る
。

ど

こ

か

そ

の
よ
う

な

所
を
離

れ

て
別

の
所

へ
と
考

え

て
も
、
交
通

・

輸
送

な

ど

の
機

関
が

リ
ゾ

ー
ト

基
地
中

心

に
整

備

が
進

み
偏

り

が
生

じ

て

い
る
た

め
、

個
別

的
な
楽

し
み
方

も

難

し
く

な

る

可
能

性

が
あ

る
。

一
方

、
企

業
側

は
旅

行
社

、

航
空

会
社

等

と

タ
イ

ア

ッ
プ

し

て
、

大
量

の
客

を

パ

ッ
ケ

ー
ジ

し

て
内

外

か
ら

送

り

こ
む
体

制
を

と

る
た

め
、
受

け

入
れ

側

も
少

々

料
金

の
高

い
個

人
客

よ

り
も

、

コ
ス
ト

は
安

い
が

、

経
営

的

に
安
定

す

る
量

の
方

を
重

視
す

る
よ

う

に
な

る
。

か
く

て
、

ま
す

ま
す
国

民

の
観

光
、

レ
ジ

ャ
ー
は
画

一
化

し
貧

困
化

す

る
、

と

い
う
図
式

も

単
純

だ
、
妄

想

だ

と
し

て

ま
ん
ざ

ら
笑

え
な

い
の
で
あ

る
。

◆

残
し
た
い
大
雪
山
の
自
然

リ
ゾ

ー
ト
法

は
、

い
ま
大
雪

山

で
動

き
出

そ
う

と
し

て

い

る
。

た
く

さ

ん
の

リ
ゾ

ー
ト
開

発
候

補

地

の
中

で
、
北
海

道

で
は

ニ
セ

コ

・
羊

蹄

周
辺

地
域

と
共

に
、
富

良

野

・
大
雪

地

域

が

選
ば

れ

た
か

ら
で

あ
る

。
富
良

野
市

、

東
川

町
な

ど

一

市

七

町

一
村

が
対
象

地
域

で
、
対
象

面
積

は
総
計

四
十

七
万

四
千

ヘ
ク

タ
ー

ル
で
あ

る
。

(表

ー
2

)

す

で

に
リ

ゾ

ー
ト
開

発

が
行

わ

れ

て

い
る
、
富

良
野

(
富

良

野

ス
キ

ー
場

)
、
占
冠

(
ト

マ
ム

・
ア
ル

フ

ァ
リ
ゾ

ー
ト

)

新
得

(
サ
ホ

ロ
リ
ゾ

ー
ト

)
を
核

に
長

期
滞

在

型

の
大

リ

ゾ

ー

ト
基
地

を
形

成

す

る
計
画

で
あ

る
。

重
点

整

備
地
区

の
総

事
業

費

は
、

二
千

六
百

四
十

一
億

円
。

主

な
事

業
主
体

は

、

国
土

計

画
、

ホ

テ

ル
ア

ル
フ

ァ
グ

ル
ー
プ

、
西

武

セ
ゾ

ン
グ

ル
ー
プ

な
ど

で
あ

る
。

大
雪

山
国

立
公

園

と
直

接
関
連

す

る

重
点

整
備

地

区

は
、
東

川
町

の
旭
岳

地

区

、
美
瑛

町

・
上
富

良
野

町

の
ジ

ャ
パ

ン

ヘ
ル
シ
ー
ゾ

ー

ン
地

区

(美

瑛
富

十
岳

)

新
得

町

の

サ
ホ

ロ
地
区

で
あ

る
。

い
ず

れ

も

ス
キ

ー
場
を
中

心

と
し

た

リ
ゾ

ー
ト
開

発

で
あ

る
。

計

画
を

概

観
し

て

こ
れ

ら

の
中

に
、

や

は

り
リ
ゾ

ー
ト
法

の
問

題
点

で
指

摘

し

た

こ
と
が

ら
が
、

そ

っ
く
り
含

ま
れ

る

こ
と

で
あ

る
。
そ

れ

ら
を

ど
う
解
決

し

て

い
く
か

は
今
後

の

課
題

と

し

て
も
、

二

つ
ほ

ど
注
意

を

し

て
お

く

こ
と
が
あ

る
。

一
つ
は

、
冒

頭

に
あ
げ

た
大

雪
縦

貫
道

の
復
活

で
あ

る
。

旭

川

開
発

建
設

部

は
、
独

自

の
リ

ゾ
ー

ト
プ

ラ
ン
は

一
つ
の
見

本

と

し

て
示

し

た
も

の
な

の

で
、
関
係

町

村

の
要
望

に
よ

っ

て
変

え
る

こ
と

は
や

ぶ

さ
か

で
な

い
と

し
な

が

ら
も
、
大

雪

縦

貫
道

の
建

設

に

つ
い
て
は
開
発

道

路

に
指
定

さ
れ

て

い
る

限

り
、
建

設

の
意
思

が

あ
る

と
表
明

し

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

A
7
後

リ

ゾ

ー
ト
基
地

計
画

の
進

展

と
共

に
、
着

工
と

な

る
恐

れ

が
十
分

あ

る

こ
と

で
あ
る

。

二

つ
目

は
、
美
瑛

町

が
進

め

て

い
る
ジ

ャ
パ

ン

ヘ
ル
シ

ー
ゾ

ー

ン
開
発

の
変
身

で
あ

る
。

こ
の
計
画

は

、
住

民
主
導

の

ユ

ニ
ー

ク
な
地
域

開
発
計

画

と

し
て
注

目

さ
れ

て

い
た

が
、

リ
ゾ

ー
ト
法

の
出

現

で
行

政
主

導

、
内
容

も

リ
ゾ

ー
ト

法

に
乗

っ
か

っ
た
便
宜

的
な

も

の
に

す

っ
か
り
変

っ
て
し
ま

っ
た

こ
と
で
あ

る
。
住

民
主
体

の
息

の
な
が

い
地
域

開

発
が

い
か
に
大
変

な

も

の
で
あ

る
か
、

そ

の
よ
う

な
状

況

に
リ
ゾ

ー

ト
法
が

ど
う
作

用

す
る
も

の

か
、

多

く

の
示
唆

を
与

え

て

い
る
点

に
注
目

す

べ
き

で
あ

る
。

大
雪

山

の
自
然

は

、

い
ま
縦
貫

道
建

設
時

に
次

い
で
、

重

大

な
局

面

に
出
会

っ
て

い
る
。

こ

の
貴

重
な
大

雪
山

の
自

然

を

未
来

に
引

き
継

ぐ

た
め

に
、
真

剣

な
取
組

が

い
ま
必
要

と

さ
れ

て

い
る
。

(旭

川

工
業

高

校

・
教

諭

)
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